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１．評価結果

 評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 環境DNAを利用することで種多様性と種内遺伝的多様性を同時に評価する試みは学術的にもチャレ

ンジングであり、調査時の時間的・費用的コストの削減にもつながり、効率よく多様性を評価するう

えで環境業にも貢献できる可能性を秘めていることを評価する。一方で、新しい技術が持つ精度につ

いて考えると、水槽については精度評価がある程度確認できるが、水族展示、野外における精度評価

は難しい。偽陽性、コンタミの可能性も指摘しているが、これは解決すべきかなり基本的な課題と思

われる。今後成果を発表してゆくにあたっては、学術的に新規性の高い内容はあくまで、英文の専門

学術雑誌に査読を経て発表してゆくことを心がけて頂きたい。 

 


